
５．各項目の地域によるばらつき 

 

前章では、地域ごとにその特徴を把握したが、本章では、項目の視点から地域の特徴を明らかに

する。44 項目について５つの地域の標準偏差を算出して、どれくらいのばらつきがみられるかを分

析することで、項目の地域特性を明らかにする。 

この結果、地域によるばらつきは項目によって違いが大きいこととともに、重要度の地域による

ばらつきに比べ、満足度の地域によるばらつきが大きいことがわかる。 

 
図 重要度の標準偏差（地域）

（１）各項目の重要度の地域によるばらつき 
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「高速交通網」「観光」「道路の整備」「過疎地

域等の振興」等の標準偏差が高く、ばらつきがみ

られる。（図参照）また、上位５項目について各

地域の重要度の内訳を下表に示す。「高速交通網」

「道路の整備」「過疎地域等の振興」の重要度は

東紀州地域で高くなっている。また、「観光」「地

域商工業」では伊勢志摩地域及び東紀州地域で高

くなっている。 

一方、標準偏差が低くばらつきの少ない項目は

「飲料水の供給」「快適なまちづくり」「きれいな

空気」「医療体制」「福祉サービス」等で、これら

の項目の重要度は、地域でそれほど差がみられな

いといえる。 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
表 各地域の重要度と標準偏差 

 
全体 北勢 伊賀 中南勢

伊勢
志摩

東紀州

１位 36.高速交通網 0.95 0.91 0.96 0.97 0.96 1.32 0.167
２位 28.観光 1.15 1.03 1.18 1.18 1.39 1.33 0.142
３位 37.道路の整備 1.12 1.05 1.17 1.13 1.14 1.42 0.140
４位 42.過疎地域等の振興 1.06 0.99 1.11 1.06 1.19 1.34 0.134

重要度

項  目順位 標準偏差 
 

５位 30.地域商工業 1.31 1.25 1.36 1.29 1.48 1.49 0.109
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（２）各項目の満足度の地域によるばらつき 

 
図 満足度の標準偏差（地域）

「高速交通網」の標準偏差が最も高く、次いで

「医療体制」「道路の整備」となっている。また、

上位５項目について各地域の満足度の内訳を下

表に示す。東紀州地域では、全ての項目の満足度

が他地域と比べて低くなっている。 

0.028

0.028

0.033

0.040

0.041

0.045

0.048

0.049

0.057

0.057

0.061

0.064

0.070

0.070

0.077

0.080

0.088

0.089

0.090

0.094

0.099

0.108

0.112

0.118

0.122

0.129

0.132

0.133

0.138

0.143

0.156

0.169

0.176

0.182

0.183

0.201

0.213

0.242

0.267

0.277

0.288

0.333

0.359

0.455

0.000 0.100 0.200 0.300 0.400 0.500

36.高速交通網

18.医療体制

37.道路の整備

27.産業振興

31.雇用

23.きれいな空気

38.公共交通機関

24.川や海の水質

32.職業能力開発

39.港の整備

20.自然環境との共生

02.生涯学習

42.過疎地域等の振興

13.防犯

25.地球温暖化防止

07.文化・芸術

41.農山漁村づくり

30.地域商工業

28.観光

29.技術開発

19.福祉サービス

17.子育て環境

22.ごみの減量

12.交通安全

44.飲料水の供給

40.快適なまちづくり

11.災害対策

09.スポーツ・レクリエーション

35.情報ネットワーク

14.食の安全

10.地域での防災の取組

04.青少年の健全育成

34.広域交流・連携

16.保健予防体制

21.希少な生物

26.農林水産業の振興

43.エネルギー

08.歴史・文化遺産

03.学校教育

06.市民活動

15.高齢者、障害者の社会参加

05.高等教育機関

01.人権尊重

33.国際化

一方、標準偏差が低くばらつきの少ない項目は

「国際化」「人権尊重」「高等教育機関」等で、こ

れらの項目の満足度は、地域でそれほど差がみら

れないといえる。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
表 各地域の満足度と標準偏差 

 
 
 
 
 
 

全体 北勢 伊賀 中南勢
伊勢
志摩

東紀州

１位 36.高速交通網 0.17 0.31 -0.13 0.29 -0.01 -0.81 0.455
２位 18.医療体制 -0.23 -0.05 -0.55 -0.21 -0.35 -0.98 0.359
３位 37.道路の整備 0.11 0.19 -0.12 0.20 0.08 -0.60 0.333
４位 27.産業振興 -0.19 0.03 -0.30 -0.24 -0.52 -0.73 0.288
５位 31.雇用 -0.62 -0.43 -0.71 -0.68 -0.83 -1.19 0.277

標準偏差順位 項  目

満足度
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	 ３．現在の行政の取組44項目に対する重要度、満足度
	 ４．重要度、満足度プロット図



